
大和ハウスグループ 統合報告書 2026

生 きる 歓 び を 、未 来 の 景 色 に 。



  Webサイト：大和ハウスグループ理念体系

社是

社員憲章

“将来の夢”（パーパス）

大切にしたい価値観

大和ハウスグループ理念体系

「事業を通じて人を育てる」をはじめとしたグループの根幹を成す考え方であり、 
将来にわたって私たちが共有すべきもの

「人・街・暮らしの価値共創グループ」の社員として、さまざまなステークホルダーの 
視点をふまえた、私たちの行動の指針であり、日々の活動において意識すべきもの

2022年に策定した創業100周年に向けた私たちの新たな羅針盤 
「生きる歓びを分かち合える世界の実現に向けて、再生と循環の社会インフラと生活文化を創造する。」

“将来の夢”を実現し、世界から愛される大和ハウスグループとなるために 
私たちが大切にする5つの価値観

創業者精神と理念体系

「儲かるからではなく、 
  世の中の役に立つからやる」

創業者精神

創業者・石橋信夫
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（年度）2025202320182015201219951955

創業からの売上高推移

より多くの人に住宅を
資金問題の解決にも貢献

ロードサイドにおける
新たな価値の提供

環境課題の緩和・適応 
災害レジリエンスな住環境 

の提供

老後も安心できる
住環境の提供

AI・デジタル時代の 
インフラを支える

人口増加・住宅不足 急速なモータリゼーション 少子高齢化の進行 環境問題・自然災害の深刻化 労働問題、デジタル化の進展
1950 年代〜 1960 年代〜 1980 年代〜 2000 年代〜 2010年代〜

こどもの勉強部屋として人気を博
したミゼットハウスの提供や、大
規模住宅団地の開発・分譲販売
に加え、住宅ローンを先駆けて導
入し、自己資金が十分でない層
の持ち家取得を支援。

車社会の急速な発展にともない、
交通事故が多発するなか、日本
初の鋼管併用による横断歩道橋
を寄贈。また、ロードサイド店舗
の建設を進め、総合生活産業を
推進。

持続可能な社会の実現に向けて、
再生可能エネルギー事業を推進。
また台風や地震などの災害の多
い日本において、大規模災害の発
生時には仮設住宅の供給などを
通じて被災地の復旧・復興を支援。

1989年、医療・介護分野の調査
研究や施設整備を支援する「シ
ルバーエイジ研究所」を発足。以
降、大和ハウスは8,000件近くの
医療・介護施設を施工し、高齢化
社会への対応を推進。

長時間労働や物流業界の人手不
足に対応し、物流施設の省人化・
効率化のソリューションを提供。
また、データ需要の拡大を見据え、
データセンターの工業化に着手し、
現代の社会インフラを整備。

今までの70年

1兆円突破 2兆円突破

3兆円突破

4兆円突破 5兆円突破

創業者精神を原点に、社会課題解決に貢献することで事業領域を拡大してきた
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（年度）20552026

生きる歓びを、 
未来の景色に。

2055年“将来の夢” 
目指す社会

売上高（イメージ）

7次中計の先

7次中計の成果・課題

今後の成長に 
向けて実施した 
積極投資を活かす

データセンター、 
半導体関連工場などの施工拡大

グループ入りした 
住友電設とのシナジーの実現

海外事業のポートフォリオ拡大

挑戦する人財のさらなる活躍

国内不動産の販売加速

リブネス事業のさらなる拡大

木造・木質化の推進

現在地～次の30年に向けて

「未来価値」の創造に挑み続け、「生きる歓びを分かち合える世界」の実現へ

売上高 
10兆円

売上高 
5.9兆円

海外事業、分譲事業、 
不動産開発、 
M&Aへの積極投資により、 
売上高と利益を拡大

資産・有利子負債の 
増加により、 
ROEとD/Eレシオは 
当初目標に未達

成果

課題

7次中計で実施した投資を 
利益とキャッシュ・フローへ転換する

成果を活かす

資産回転率の改善、事業ポートフォリオの最適化、 
資本効率の向上を通じて、 
成長性と財務健全性の両立を図る 

課題を解消

第7次中期経営計画

「未来価値」の創造に挑み続ける 

次の30年に向けて

グローバルで社会課題の解決に挑戦

第7次中期経営計画の成長投資を、資産回転率の改善等により利益・キャッシュ・フローへ転換し、成長領域と3つの基盤へ再投資することで、 
財務健全性とROE・企業価値の向上を両立します。

3 Integrated Report 2026Daiwa House Group



　本書は、当社グループの持続的な価値創造の全体像を価値
創造ストーリーとして、株主・機関投資家をはじめとした幅広い
ステークホルダーの皆さまに向けて発行しています。
　当社は、2055年の創業100周年に向けて、私たちの存在意義・
創り出したい未来として“ 将来の夢（パーパス）”を掲げ、グロー
バルで社会課題の解決に挑戦し、新たな価値を創り続ける企業
グループです。本年度は、2025年度で終了した第7次中期経営
計画の振り返りや新しくグループ入りした住友電設をご紹介す
るとともに、業績や財務戦略といった財務情報と、将来の企業
価値向上に資する環境・社会への取り組みや強固なコーポレー
トガバナンスといった非財務情報を統合し、当社独自の強みを
活かしたビジネスモデルで生み出される経済価値と社会価値に
ついても説明しています。なお、有価証券報告書やサステナビリ
ティレポートなどの各開示媒体では、幅広い取り組み・実績等を
ご紹介しています。本書はそのなかでも、特に企業価値向上に
影響を与えるマテリアリティ・重点テーマにフォーカスし、お伝え
しています。

編集方針

各媒体の位置づけ例

【表紙について】
「Dプロジェクト川崎殿町（殿町プロジェクト）」（神奈川県）
当社は川崎市と連携し、ライフサイエンス・環境分野の研究開発拠点「殿町プロジェ
クト」として再開発を推進。「賑わい・交流機能」の創出をテーマに、研究者や地域
住民が集う緑地空間を整備し、地域と共生する持続可能なまちづくりを進めています。

【参考にしたガイドライン】 本書の制作においては、IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」、経済産業省「価値協創ガイダンス」を参考にしています。
【報告の範囲】 本書は、大和ハウス工業を中心に大和ハウスグループ全体（2026年3月31日現在、連結子会社507社、持分法適用関連会社207社）について報告しています。
【将来予測記述に関する特記】 本書には当社グループの見通し、目標、計画、戦略など将来に関する記述が含まれています。これらの記述は、現在入手可能な情報から
得られた判断に基づいています。実際の業績等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
【補足】 連結子会社の住友電設株式会社は、2026年10月1日付で「セムリンクス株式会社」に社名を変更する予定です。

企
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等
）に
関
連
す
る
情
報

環
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会
への
影
響（
イ
ン
パ
ク
ト
）に
関
す
る
情
報

編集方針とコミュニケーションの全体像

コミュニケーションの全体像

  世の中の役に立つ事業で社会的インパクトと企業収益の両立   P.76

IR情報
https://www.daiwahouse.co.jp/ir/

サステナビリティ
https://www.daiwahouse.co.jp/ 

sustainable/

未来

過去

� �ESGスモールミーティング

� �現場見学会 
事業説明会

� �経営説明会 
会社説明会 
決算説明会

� ��株主総会

�決算短信
決算概要
事業報告書

 �有価証券報告書 �CG報告書

統合報告書

サステナビリティレポート 2026 
（2026年7月末発行）

DXアニュアルレポート 2026 
（2026年10月末発行予定）
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３つの基盤の 
強化

稼ぐ力の 
強化・創出

財務・資本政策

ステークホルダー 
からの信頼・共感

事業の推進
創出価値・ 

資本効率の向上

基盤の強化
成長期待の向上・ 
資本コストの低減

共創共生による 
価値創造力企業価値向上

  CEOメッセージ  P.8

  COOメッセージ  P.11

  CFOメッセージ  P.30

  技術本部長メッセージ  P.70

  社外取締役メッセージ  P.79

 サステナビリティ対談  P.58

創業者精神を原点として 
成長の軌跡と未来への展望 
第7次中期経営計画の成果

イントロダクション

創業100周年を見据えた 
「未来価値」創造への挑戦Chapter 1 CEO・COO 

メッセージ

強みと事業ポートフォリオを 
活かした価値創造で、 
“将来の夢”の実現

Chapter 2 価値創造ストーリー

中期経営計画の歩みと 
第7次中期経営計画の成果Chapter 3 中期経営計画の 

振り返り

持続的成長と企業価値向上を支える 
財務・資本戦略Chapter 4 財務戦略・資本政策

循環型バリューチェーンによる 
「稼ぐ力」の進化 

キャッシュ・フローの創出
Chapter 5 事業の推進

未来の価値創造を支える 
基盤への取り組みChapter 6 基盤の強化

長期視点で進化する 
ガバナンス体制Chapter 7 経営体制

MD＆Aおよび環境・ 
人的資本関連指標の実績Chapter 8 業績・企業情報

「統合報告書2026」目次・各章でお伝えしたいこと

企業価値向上に向けた考え方
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技術・ものづくり基盤 ............................................................................. 72
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顧客基盤 ................................................................................................................... 75

進捗報告：世の中の役に立つ事業で 
社会的インパクトと企業収益の両立 ............................. 76

経営体制
社外取締役メッセージ ......................................................................... 79

経営体制 ................................................................................................................... 82

業績・企業情報
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財務ハイライト .............................................................................................. 105

非財務ハイライト ...................................................................................... 107
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Chapter 6 Chapter 8

Chapter 7
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事業別業績目標 ............................................................................................ 37

　戸建住宅事業 ............................................................................................ 38

　賃貸住宅事業 ............................................................................................ 42

　マンション事業 ......................................................................................... 44

　商業施設事業 ............................................................................................ 46

　事業施設事業 ............................................................................................ 48

　環境エネルギー事業 ...................................................................... 51

海外事業の取り組み .............................................................................. 53

不動産の状況 .................................................................................................... 56

基盤の強化
〈対談〉 機関投資家 × 
人事・サステナビリティ担当役員 ......................................... 58

環境行動計画「EGP2029」・ 
社会性行動計画「ESP2029」 ................................................... 62

気候変動・自然資本に関するリスクと機会 ......... 63

環境行動計画 
　カーボンニュートラルへの取り組み ........................ 64

　サーキュラーエコノミーへの取り組み ................. 65

社会性行動計画 人的資本 
　人事戦略・人的資本ROI ........................................................... 66

　人財マネジメント .................................................................................. 67

成長戦略と連動したダイバーシティ経営 ................ 68

グローバルサプライチェーンまで対象を広げ、 
人権デューディリジェンスの取り組みを強化 .... 69

Chapter 5CEO・COOメッセージ
CEOメッセージ ...................................................................................................  8

COOメッセージ .............................................................................................. 11

価値創造ストーリー
1  �価値創造プロセス ............................................................................. 16

2  �３つの基盤（価値創造の源泉） ....................................... 17

3  �循環型バリューチェーンモデル .................................... 18

4  �多角的な事業ポートフォリオ ............................................ 19

5  �環境認識（機会とリスク）とマテリアリティ .... 20

6  �事業を通じた社会課題解決 .............................................. 21

7  �2055年の“将来の夢” 実現に向けて ................. 22

中期経営計画の振り返り
1  �第７次中期経営計画の４年間の進化 .................. 24

2  �中期経営計画の振り返り ....................................................... 25 
基本方針１：収益モデルの進化 ................................... 26 
基本方針2：経営効率の向上 ........................................... 27 
基本方針3：経営基盤の強化 ........................................... 28

財務戦略・資本政策
CFOメッセージ ............................................................................................... 30

第7次中期経営計画における 
資本政策の基本方針 ............................................................................. 34

第7次中期経営計画における 
キャピタルアロケーションと株主還元 ......................... 35

Chapter 1

Chapter 2

Chapter 3

Chapter 4
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